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定したが，枝下があるか下端まで密生しているかによっ

て．防風林の防風並びに保温効果にかなりの差異を生ず

ることが判かった．

A30とB5での継絞測定の結果は省略するが，風向によ

って両地点の風速並びに気温に差異を生ずることが窺わ

れたが，平均的には蹟著な差異は認め難いようであっ

た．

2．防風林の作物生育に及ぼす影響

（1）陸　稲

移植前後に著しく土壌が乾燥しており，その後も空梅

雨憤向がつづいたので活着が長びき，8・9月の不良天

候と相い侯って豊熟を著しく不良にさせた．しかし防風

第　2　表．　各地点の

林の近辺の地点は圃場の中央部分に比べて活着歩合が高

く，収穫時の諸形質並びに収量でも優り，乾燥≡し易い

A30・B10の生育収量の劣ることが認められた．

（2）ライ麦

各地点のライ麦の生草重を比較すると第2表のとおり

で．防風林の近辺の各地点はA30より優った．ただしBl

では日照不足のためか最も劣った．

4．む　　す　　び

田名部斗南ケ丘の防風林の機能について調査し，その

防風並びに保温効果を把振し，作物生育に好影響を及ぼ

すことを実証した．

ラ　イ　麦の生草重括数

麦の青刈り・実取り栽培における分けつ茎の変化

渡　辺　　　豊・古　河　　　健
（福島県鼻試浜支場）

1．緒

麦作の飼料化と安全越冬を指標とする青刈り・実攻り

栽培での分けつ茎の変化を明らかにするとともに，地域

の刈取り限界を知るために大麦関取3号を用い，生草量

並びに子実収量を分けつの次位別に分解調査した・

2．試　験　方　法

供試品種は大麦関取3号，1区画酌は7・7〝‡2で1区盲臥

第1表．　施　　　肥

播種量10a当り7．2g，睦巾70e潤・播巾lSc花で7・5e諏3条

播きの1個所2本立てとした．施肥量及び処理条件はそ

れぞれ第1・2表のとおりである．

3．試験結果及び考察

1．刈振りによる生育の差

出穂期及び成熟期は第1国のとおりで播種期や処理区

間の差は僅端な晩刈りでなければ変動は少なく，出菓期

は播種期にかかわらず処理することにより出菓間隔は乱

量（10a当り吻）

摘 要

第2　蓑．　処　理　条　件

要
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れ長くなる（第2回）．

主得業数は播種期の早いものはど多かった（兄。～16

菓・19io～15菓・2％0～14葉）．

成
熟
綱
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エ

第1図．処理時期と出穂・成熟期
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第2回．処理時期と　出菓

2・刈取り時の次位別の幼穂長並びに刈取り限界生草

量

子実収量から見て刈取り限界とみられる2月15日の幼

穂長は主梓で坑○～3．2間・1％0～3．0庇研・2％。～2．4讃舵で

幼穂は形成され梓長もそれぞれ与io～5．7〟・19i。～3．6

mであるが，地上50耽刈取りには支障はないものとみら

れた．

3・次位別の発現頻度並びに有効化率

各分けつ次位別の発現頻度は大差がないが，刈取りに

より二次の有効化率が低下し，処理時期がおくれるに従

って沃折し，一次の低位のものに限られる．

発現総茎数からみた各次位別の発現頻度と有効化率は

第3表のとおりである．

4．刈取りによる各形質の動き

第4表のとおり極端な晩刈りを除いて処理されること

により千粒重は重く，各分けつ間では低次分つけのもの

が重く高次になるに従って軽くなる．その他の形質は低

下している．

5．生革量並びに子実重

年内刈取りでは播種期にかかわらず刈取り時期がおく

れるに従って生草量は増加するが，1～2月の刈取りは停

第3表．発現頻度並びに有効化率

一

〇

ア

ー

ル

当

り

生

草

量

J234日ア妄9＿′d⑳∫2五

第3図，生草量並びに子実標準比率
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4．総　　　　　括

無処理区に比べ処理区の各形質がともに劣っている．

滞するか低下する．3月以降の刈取りは生革量は増加す

るが，子実収量に及ぼす影響が大きく，処理することに

より減収を示す（第3図）．

第　4　表．　分　解　　調　査

千粒重
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子実収量も2～7割の減収を示し．この減収量が生草の

利用と刈取り後の各形質の補償を助長する増肥・播種量

の増加等の方式が確立されることにより，播種期を普通
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播きより20～30日早播すれば，冬期間生草量の不足する

時の飼料化・地力培養と有畜営農とからみて有効とみら

れた．

水田裏作麦ドリル播栽培に関する研究

播種期・密度・覆土が分けつ発生並びに

収量に及ぼす影響について

八柳三郎・細　田　清・閑　寛　蔵

（東北畏試盛岡試験地）

畑作麦類のドリル播法による省力栽培の研究は昭和29

年度から，またその一貫として水田裏作麦のドリル播栽

培法についても昭和32年から試験を行っているが，前年

秋期に播種期・播種密度・覆土を異にした場合の麦の生

育とくに分けつの節位別発生及び有効化を調査したので

その結果を報告する．

1．試験方法の概要

大麦会津7号を9月25日（標準播種）・10月5日（晩

期播種）に播種し，播種密度は株間6e椛とし睦巾を12

e庇・18C郡・24用にし，覆土はle符・3e沈・5川のそれぞ

れ3段階の供試条件にした．調査は各区の麦の生育・節

位別分けつ発生及び有効化・収量構成要素等である．

2．成績及び考察

1．節位別分けつ発生

標準播種では睦巾による影響はほとんど見られない

が，覆土の深浅では浅い区が幾分早くなる傾向がある．

しかしこの差は晩期播種ではほとんど認められず，覆土

の浅い区・睦巾の広い区は発生が多かった．

2．有効化

睦巾による影響は広い区が有効茎歩合が高く，その傾

向は高位分けつ掛こ晩期播種の場合に顕著である（第1

表参照）．

3．収量構成要素

1穂重は有効茎歩合と同じ憤向がある（第2表参照）．

なお有効茎歩合・1穂重ともに覆土の多い区が他の少い

区にまきったのは，覆土に耕土を用いたためによるもの

と考えられる．稗長は覆土の少い区（覆土1C罰）は標準

播種・晩期播種ともやや短いが，瞳巾18×6e訊区は覆土

5cm・3仁彷・1仰の差が少い．この偵向は穂重にも認め

られた．穂数は各覆土区とも睦巾が狭くなるほど減少し

晩期播種は標準播種より一般に少い．穂長は区間にほと

んど差が見られず睦巾の広い区がややまきり，精粒数・


